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人間社会学部のアドミッション・ポリシー（入学者受入れ方針）

人間社会学部では、持続可能性（サステナビリティ）が求められる現代社会で活躍できる人材を育成することを目的と
している。そのためには、持続可能で誰もがよりよく生きられる世界を構想する力と実践力を身に付けることが望ましい。
そのような構想をするためには、人・社会・自然にかかわる事象・問題に対する幅広い関心を持ち、自ら調べていくことが
必要である。また、構想の下で実践的な活動をするためには、多様な他者への理解と尊重を基盤とする協働が不可欠である。
社会学を中心に、経済学、政治学、環境学、社会福祉学など幅広い学問を学ぶことで世界を知り、社会的課題を自ら調べ、
多様な他者とともに協働し、実践に積極的に取り組み、持続可能な世界の実現にむけて学修していく意欲を持った学生を歓
迎する。

＜求める学生像＞
◆高等学校の教育課程を幅広く修得し、修学に必要な基礎学力を

有する、知識を広げるために自分自身で深く調べる意欲のある
学生（知識・技能）

◆持続可能で誰もがよりよく生きられる世界を構想し実現しよう
という意欲のある学生（思考力・判断力・表現力）

◆論理的な思考力と精確な読解力、的確な発信力を持つ意欲のあ
る学生（思考力・判断力・表現力）

◆多様性の理解に向けて、異なる文化、社会、歴史的背景を持つ
人々の主張を尊重し、活発な意見交換をする意欲のある学生（主
体性・多様性・協働性）

◆学内外の様々な他者と連携して実践的な学びに自分から関わっ
ていく積極性と協働性を持つ意欲のある学生（主体性・多様性・
協働性）

＜入学者選抜の基本方針＞
人間社会学部の入学者選抜では、「求める学生像」で示した力

を以下の方法によって評価する。
面接試験では、主に、持続可能な社会の実現を求める意欲、論

理的な思考力や的確な発信力、多様性の理解、学びに対する積極
性、課題に取り組む協働性などを総合的に評価する。調査書や修
学計画書では、高等学校における学びに対する積極性、他者との
協働性を評価する。検定資格取得報告書および学力試験等では、
高等学校までの基礎学力および精確な読解力を評価する。具体的
な選抜の方針は以下である。
1. 学校推薦型選抜

面接、学校長の推薦書および調査書、小論文等を用いて主に「基
礎学力」および「思考力」、「発信力」、「積極性」を評価し、総合
的に合否を判定する。

（1）指定校制学校推薦型選抜
推薦書、調査書、小論文の内容から主に「思考力・判断力・

表現力」を確認する。特に、「基礎学力」および「思考力」、「発
信力」、「積極性」を重視し評価する。

（2）公募制学校推薦型選抜
［学業評価型］推薦書、調査書、小論文の内容から「知識・技能」
を確認する。特に、主に「基礎学力」および「思考力」、「発
信力」、「積極性」を重視し評価する。

［検定資格評価型］推薦書、調査書、検定・資格の保有状況
から主に「知識・技能」を確認する。特に、「基礎学力」お
よび「思考力」、「発信力」、「積極性」を重視し評価する。

2. 総合型選抜
修学計画書、小論文、面接等を用いて主に「思考力」およ

び「発信力」、「多様性の理解」、「積極性」、「協働性」を評価し、
総合的に合否を判定する。

（1）給費生総合型選抜
特に優秀な人物を給費生として選抜するために、課題への

探究的な取り組みや資格保有の状況、卒業教員による人物評
価を選抜方法とする。
［プレゼンテーション型］課題の理解、データ収集手法の適
切さ、プレゼンテーションの工夫、質疑応答の的確さ等から

「思考力・判断力・表現力」を確認する。特に、「多様性の理
解」および「読解力」、「発信力」を重視し評価する。

［検定資格評価型］検定・資格の保有状況から「知識・技能」
を確認する。特に、「基礎学力」を有していることを重視し
評価する。

［卒業教員連携型］人物評価書や調査書、小論文の内容から「思
考力・判断力・表現力」を確認する。特に、「積極性」および「協
働性」を重視し評価する。

［探究学習評価型］探究学習レポートおよび口頭試問から、
探究学習での自身の行動、取り組みの論理的な整理・説明、
経験を通じて得た学びと意欲等から「主体性・多様性・協働
性」を確認する。特に、「多様性の理解」および「積極性」、「協
働性」を重視し評価する。

（2）一般総合型選抜
［適性試験型］適性試験の成績を踏まえ「知識・技能」を確
認する。特に、面接から「思考力」、「発信力」を重視し評価
する。

［検定資格評価型］検定・資格の保有状況から「知識・技能」
を確認する。特に「基礎学力」を有していることを重視し評
価する。

［活動評価型］課外活動の取り組みから「主体性・多様性・
協働性」を確認する。特に「積極性」および「協働性」を重
視し評価する。

（3）併願総合型選抜
［活動評価型］課外活動の取り組みから「主体性・多様性・
協働性」を確認する。特に「積極性」および「協働性」を重
視し評価する。

［学力評価型］高等学校で学んだ各教科・科目に係る理解が
できているか、基礎学力試験から「知識・技能」を重視し評
価する。特に優秀な成績を収めた者を給費生として選抜する。

（4）文化・スポーツ実績総合型選抜
［特待生選抜型、一般選抜型］文化部、運動部等の活動実績
から「主体性・多様性・協働性」を確認する。特に、「積極性」
および「協働性」を重視し評価する。

3. 一般選抜
学力試験や記述式総合問題、大学入学共通テストの成績、調査

書等の書類審査を用いて主に「知識・技能」を確認する。特に、「基
礎学力」を有していることを評価し、総合的に合否を判定する。

（1）個別試験型
個別試験の成績を中心とし、これに調査書の評価を加味し

て「基礎学力」を評価する。学力試験においては指定科目型
では特に「国語」を重視する。

（2）共通テスト型
大学入学共通テストの成績を中心とし、これに調査書の評

価を加味して「基礎学力」を評価する。
4. 特別選抜
（1）�外国人留学生特別選抜、外国にルーツを持つ生徒対象特別

選抜
面接、修学計画書、小論文、日本語能力試験の成績等を用

いて評価し、総合的に合否を判定する。日本語能力試験の成
績から「知識・技能」を確認する。特に、「基礎学力」を有し
ていることを評価し、面接試験では「積極性」および「協働性」
を重視し評価する。

（2）全国商業高等学校長協会推薦特別選抜
調査書、修学計画書等を用いて評価し、総合的に合否を判

定する。本学指定の高難易度資格取得実績から「知識・技能」
を確認する。特に、「基礎学力」を有していることを評価し、
給費生として選抜する。
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